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発 行発 行発 行発 行 に よ せ てに よ せ てに よ せ てに よ せ て

現在 遅ればせながらインクルージョン教育の波が 我が国にも押し寄せています 特殊教育｣、 、 。「

から｢特別支援教育｣へと変わった根底にある

考え方が 「インクルージョン」です 「インクルージョン」は 年の「ユネスコ サラマンカ、 。 1994

宣言」を受けて世界が目指している教育の在り方です。

さて、学校現場では友達づくりが苦手、コミュニケーションが苦手、学習上の困難がある、注

意集中が続かない、すぐ切れる、といった子どもが問題となり、文科省は、 年に全国調査を2003

実施し、小・中学校において ％、つまり ～ 人学級に ～ 人は在籍するという報告を6.3 30 40 2 3

しました。決して少なくない割合ですが、これらの子どもは、従来の福祉や教育の制度の隙間に

入ってしまい、支援に役立つ福祉などの社会制度、特別な教育上のニーズに応じられる教育制度

は整っておりませんでした。そのため、厚労省は発達障害者支援法を、文科省は特別支援教育を

法制化しました。

鳴門教育大学では、これを受けて障害児教育を特別支援教育に名称変更し、平成 年度より特18

別支援教育コーディネーター養成分野を立ち上げ、発達障害に関するより専門的な研究および、

実践力の高い人材養成に力を注いでおります。

発達障害のある子どもには、できるだけ早期から一貫した支援がライフステージに添って行わ

れることと、適応障害や不登校などの二次障害を予防することが重要です。そのために、地域の

方々に広くご理解いただき、地域社会全体で子育てや教育を支えていただきたいと考えておりま

す。また、保健医療福祉や保育・教育に関する専門職や関係機関が有機的に協働研究する連携体

制の構築が必要となります。

そこで、本学では、特別支援教育専攻を中心に全国に先駆けた試みとして、徳島県、徳島県教

育委員会と連携し、共催で「発達障害シンポジウム」の開催および、調査研究事業を行ってまい

りました。

「発達障害シンポジウム」は平成 年度から 年間連続して開催されております。とくに今回17 6

は「発達障害シンポジウム 第 回全国障害者芸術・文化祭とくしま大会」を開催したと2010 in 10

ころ、全国から多くのご参加をいただき、理解や支援、交流をひろげることができました。

調査研究事業では、平成 年度から、県行政と本学の連携により、プロジェクトチームを組織18

し、発達障害の支援に関する情報について報告しております。 年度は早期発見・支援システ2010

ムに関する実態調査を実施いたしました。

この冊子が、子どもたちの健やかな育成や、早期からの特別なニーズに応じた支援のために有

効な資料となることを願っております。

国立大学法人 鳴門教育大学学長

田 中 雄 三



～～～～ は じ め には じ め には じ め には じ め に ～～～～

平成 年に発達障害者支援法が制定され、 年後の平成 年には特別支援教育が実施される17 2 19

ようになりました。そうしたことから 「発達障害」という言葉の認知が進み、一般社会や学校で、

の発達障害に対する理解が高まり適切な対応がなされることも多くなりました。しかしながら、

多くの企業関係者や一部の福祉施設、教育機関においても理解が十分でなかったり、誤解があっ

たり、支援・対応方法に難渋していたり、理解の深化が見られないケースも散見されます。

平成 年度はこの点を踏まえて 「発達障害の理解と支援のための冊子」を作成し一層の理解22 、

の広がりと深まりを目指しての啓発を行うことといたしました。

「 （ 、 ）」徳島県と鳴門教育大学で共催した 発達障害シンポジウム 理解と支援 交流を広げよう2010

での基調講演（発達障害の理解と支援 、シンポジウム（各地域での取り組み事例）の口演内容を）

冊子 章、 章としてまとめ、多くの関係者に読んでいただくよう配布することとなりました。ま1 2

た、発達障害児者の支援を円滑に進めるために必要な地域の社会資源の情報を調べ、 章にまとめ4

ました。

発達障害の徳島県発達障害体制整備検討委員会、発達障害支援プロジェクトチームでは一層の

発達障害に対する理解を推進し、且つ、現状を把握するために、特に行政機関や関係機関等に対

する早期発見・支援システムに関するアンケート調査をワーキンググループを作って行うことを

決定しました。この調査結果の概要を 章にまとめました。発達障害を早期に診断し、適切な支3

援・介入を行うことは発達障害児の予後に大きく関係してきます。心の傷を少なくし、自信をつ

けさせ自己肯定感を育成することが、二次障害の予防となります。

このためには、多くの県民の皆様が発達障害について理解していただき、関係機関が適切に対

応していくことが求められます。

この小冊子が、発達障害の理解の一助になり、より充実した支援がいきわたることを切望いた

します。

平成 年 月23 3

発達障害支援プロジェクトチーム代表

徳島赤十字ひのみね総合療育センター

橋 本 俊 顕
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「発達障害シンポジウム２０１０（平成２２年１２月１１日 土 」( )）

『子育てにおける親の思い』
オーティの会 保 護 者

私は、子どもが将来自立し納税者になれるように願って子育てをしてきました。

子どもは高機能広汎性発達障害です。高機能広汎性発達障害の人たちは、知的に遅

れはないけれど、認知が一般的でなかったり、コミュニケーションが取りづらかっ

たり、特異なこだわりを見せたりします。そのために友達や周囲の人たちに誤解を

されたり、扱いにくい子として無視されたり、からかわれたりします。クラスや集

団の中で孤立することもあります。

子どもは二十歳になり、現在は大学に通っています。子育ての中で、小学校に上

がったら、中学校に行ったら、高校生になったら、成人したら、だんだんと心配事

が少なくなって、気持ちも安らかになるのかと思っていましたが、目の前の問題が

変わっていくだけで次から次へと心配事は追いかけてきます。

子どもの発達に不安を抱いたのは、 歳半くらいでした。男の子は言葉が遅いか2

らと周りの人に言ってもらっても単語があまり出ないのが気になりました。公園や

近所の同年代の子どもたちとうまくやり取りできないことや、親が相手をしなくて

もグズることなく一人で遊べることも気になりました。育児雑誌でみた、発達の気

になる子 自閉症 の文字。チェック項目がいくつか当てはまりました。そんな時” ”

母に「耳の聞こえが悪いのでは 病院で診てもらったら」と言われ総合病院を受診?

しました。耳の聞こえは悪くないということでしたが、生育歴や生活の中の行動を

細かく聞かれました。その時の診断は「自閉傾向がある」ということでした。傾向

があるというのは、自閉症ということなのか、自閉症ではないけれどその要素を持

っているということなのか・・・ 様子をみましょう。変わったことがあったら来「

てください 」の言葉に、変わったことってどんなことをさすのか 疑問を持ちなが。 ?

ら何も質問することもできず、ただ「はい。はい 」と答えるしかない不勉強な親。

でした。

当時、もう 年以上前のことですが、診断を受けてもこれから何をすればいいと15

か、市の検診を受けても次にどこに行けばいいのかなど、具体的な情報提供はあり

第 章 支援モデル事例

事例

第２章 支援モデル事例
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ませんでしたので、親自らで探さないといけませんでした。運良く私は民間の療育

、 。施設を見つけることができましたが その選択がいいのか悪いのか半信半疑でした

しかしもう 歳になっていましたし、他に手立てもなく、このままではダメだとい3

う言いようのない不安な思いに駆り立てられて療育に通い始めました。

その施設は、子どもの療育と同時に親の勉強会も盛んに実施してくれました。そ

、 、のころ発達障害という言い方はありませんでしたが さまざまな障害の特性の違い

特に自閉症の特性、認知障害とは コミュニケーション障害とは なぜ自閉症の? ?

子どもたちは育てるのが難しいといわれるのか、療育を受けずに育つと将来どうな

るのか、親の心構えなど、多岐にわたり基本の基本から教えていただきました。話

を聞くことは正直つらくきつく、毎回家に帰ってからの落ち込みは相当なものでし

た。それでも心がたわむことなく気持ちを支えてこられたのは、子どもへの療育が

成果を発揮しだしたからです。一つを教えると一つ覚える。また一つ、一つ。進ん

では戻りまた進む。その繰り返しでしたが、それでも着実に成果を上げていきまし

た。現在の特別支援教育では当たり前でしょうが、その頃から「個別指導プログラ

ム」を作成し、三ヶ月ごとに見直し、子どもの発達に合った指導がされていきまし

た。当然療育に行っている間だけ訓練するのではなく、家庭でも同じことをするよ

うに指導されました。般化の難しい子どもたちなので、習得したことがどの場面で

もできるように家庭でも同じようにさせることが大切だからです。親は子どもの代

弁者であり理解者、そして一番の療育者です。子どものしている課題は何を目的と

しているのか、親も一緒に学ぶ必要がありました。

また隔日で、保育所にも通わせました。そこは生活リズムを確立させることを重

要視し子どもの育ちを大切に考え実践しているところでした。無認可でしたので、

その頃実施されていた自由保育の弊害にさらされることなく、子ども自身の育ちに

着目して共育ての機会をいただきました。発達障害の子どもたちは自分で決めるこ

とが苦手なので、自由保育の中では混乱するだけです。自分で決めることは大事な

ことですが、選択肢が多すぎてはただ混乱するばかりで、決められないことでしか

られ、そして自信を失ってしまいます。これとこれ、どちらがいい と同時に提示す?

ればちゃんと決められます。自由なことが美徳ではないのです。経験のない子ども

に決めさせることは周りの大人の責任放棄だと思います。

その子にとって今何が必要か、どういった環境を用意してあげればその子の力を

引き出し伸ばすことができるか、その見極めは周りの大人であり親自身です。その

ためには、周りの大人や親は発達障害とは何かを正しく理解する必要があります。

特に親は将来子どもにどう成長してほしいか、どんなライフステージを用意してあ

げたいか、漠然としたものでも持っていなくてはなりません。目標が定まらなけれ

ば、どっちを向いて行けばいいかわからない水面に漂う木の葉のようになります。

でも親も最初から知識があるわけではありません。健常児ではないと断言されて

第２章 支援モデル事例
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ショックを受けない親はいません。徐々に現実を受け止め、障害を受容することか

ら始まります。そしてわが子に向き合いながら、その子に必要なことを探していき

ます。療育ってなんだろう。支援ってどんなものがあるのだろう。将来仕事に就け

るのだろうか・・・次のステージを迎えるたびに親は不安になり迷います。その時

に医療・福祉・教育のネットワークの存在が不可欠になります。医師、保健師、臨

床心理士、言語聴覚士、保育士、幼稚園、小中高の先生の方々の専門家の存在を欠

かすことができません。

私は子育てを振り返り、子どもの困っていた時にしっかり対処してあげられたの

、 。 、だろうか もっと何かしてあげられたのではないかと思うことがあります しかし

あの時はあれで精一杯だった。私の見過ごしてしまったことはそのとき関わってく

ださった人たちのフォローがあったはず、と思うことにしています。親だけでは子

どもは育ちません。家庭だけで教えられることは限りがあります。人は社会の中で

生かされているので、誰ともコミュニケーションを取らずに生活することはできま

せん。そして社会のルールを守らないと生活は成り立ちません。それを教えていた

だけるのが保育所、幼稚園、小中学校、高校です。学校は知識を得るだけではあり

ません。人との関わり、適度な距離感、守るべきルールを教えてもらい、自己肯定

感をはぐくむ場所だと思っています。

子どもは普通学級で学んできましたので、親の知らない大小さまざまなトラブル

があったと思います 「何かあれば教えてください」と毎年進級するとすぐに担任。

の先生にお願いしてきました。さすがにトラブル続きの時は知らせていただきまし

たが、それ以外はあまり連絡はありませんでした。なにかあっても担任の先生方は

ご自分の裁量で対処をしてきてくださったのだと思います。しかし、先生が大した

ことではないと思われたことでも、将来を考えたときその時に対処しておいたほう

が良かったことがあったかもしれません。

進級する時、進学する時に前の学年であったこと、学校であったことを伝えてい

ただけるようお願いしていても伝わっていませんでした。教育者の視点から子ども

の評価を次に伝えつなげていただきたかった。でも特別支援教育が始まった 年度18

からは各学校に一人以上の特別支援コーディネーターが配置され、個別支援計画に

、 。基づいた個別指導計画の作成が必須となったので 現在その心配はないのでしょう

特に中学校に上がるときは大きな選択を強いられるので個別指導計画の評価書は

とても重要です。普通学級でいた場合、そのまま地域の普通学級で学ぶのか、地域

の支援学級にするのか、または特別支援学校を選ぶのか。それぞれに目的が違うの

で、進学した先で学ぶ内容の軸足が違ってきます。高校進学を目指し勉強に重きを

置くのか、苦手なことを軽減することを優先するのか、生活する力を養うことを大

事にするのか、このときの選択で先の進路はおのずと決まってくるので 「とりあ、

えずそうしておきましょう」は通用しません。でも 年生の時点で私自身もそう深6
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くは考えませんでしたし、周りのお母さん方の話を聞いても大事な分岐点だったと

思わなかったと言います。親は過ぎて初めてその重大さに気がつくのです。このと

きこそ先を見越した専門家のアドバイスが必要なのではないでしょうか。

高機能広汎性発達障害の子どもたちは身辺自立はできていますし、それなりに自

己管理もできるので、起こっている困りごとが、人の成長過程で障害に関係なく誰

にでも起こることなのか、障害からくることなのか判断がつかないこともありまし

た。一番近くで見ている親がそうなのですから、学校の先生方は戸惑いもおありだ

ったのではないかと思います。何かあっても説明することが苦手なため誤解を受け

たり、不当に責められたりしたこともあったようです。子どもは学校で起こる予測

のつかない状況の中で、失敗したり頭を打ったり自ら傷ついて経験を重ねてきたよ

うに思います。唯一の救いは気持ちが折れない「根拠のない自信」を子どもが持っ

ていたことです。それは幼児期に療育を受けることで失敗経験が少なくすみ、保育

所に通い大切にされることで自尊感情が育っていたからではないかと思います。そ

れは親が与えたものではなく、周りの大人や子どもたちからいただいたものだと思

っています。この幼児期の体験がなければ今の子どもの姿はなかったと本当に感謝

しています。

高機能広汎性発達障害の子どもたちは、育て方、指導の仕方をその子に合わせた

ものにすれば、習得できることがたくさんあります。数回させてあきらめないでく

ださい。理解の仕方が健常児と違うことがありますが、できないのは障害のためで

。 。 、はありません 教え方に問題があることが多いと思います 能力を引き出せるよう

子どもの将来をイメージして、適切な支援を受けながらでも自分の足でしっかりと

歩めるように指導をお願いしたいと切に願います。

子どもはこれから就職活動が始まります。告知もしていないし、福祉的な援助も

受けてこなかったので、一般就労をするようになります。学生の就職率が格段に下

がっている今、採用していただける企業があるのかとても心配しています。希望す

る職種でなければきっと気持ちの方向転換することも本人には難しいと考えられる

ので就職浪人もやむなしと思っています。

先日書店で「大人の発達障害」という題名の本を見つけました。成人し就職して

から失敗経験を積み重ねて発達障害に気づいたり疑ったりする人たちがたくさんい

るそうです。職場で部署が変わったり昇進したりする中で、うまく対応できなくな

ったりすると聞きました。しかしそれは、対応のしにくさを理解していただける上

司や、フォローをしてくれる同僚がいればきっと乗り越えていけるのではないかと

思います。そして現在教育や心理を勉強している学生の人たちが企業に就職し第一

、 。線で活躍する時に 理解と支援の輪が広がっていくのではないかと期待しています

発達障害の人たちが働きやすい職場、生活しやすい環境はすべての人が生きていき

やすい社会だと聞きました。障害のあるなしにかかわらず、一人ひとりがその人ら

しく共に助け合い協力し合って生きていける、そんな社会になるよう願ってます。
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Individualized Family Service Plan
Early Intervention
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TOKUSHIMA KIDS
2010

2010

15 20 7 1
8 8 8

14 3
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15 6.3

20 1 3 6.4
4 6 5.8

17 100

T/T

17
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ADHD LD

ADHD LD
LD

1)

2)
3 8

LD 1

3)

ADHD

4)

10 1

10 1
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